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やっと過ごしやすい気候になりました。うれしい実りの秋、読書・芸術・スポーツの秋です！子ども

達は園庭やグラウンドで走ったり、小山先生と元気いっぱい体操したりしています。お休みの日には家

族で戸外に出て秋風を感じ、追いかけっこやボール遊び等をして、体を動かす心地よさを感じてくださ

い。 

 

さて、今年度より０～２歳児の運動会は、３～５歳児とは別の日に行います。乳児（０～２歳児）は、

幼児（３～５歳児）のように発表する日というより、親子で体を動かして遊ぶことを楽しむ日と捉え、

短い時間ですが、一緒に遊びながら、園での生活を垣間見ていただければと思います。乳児は、日々の

生活の中で幼児の遊びを園内で見たり応援したりしますので、十分に幼児の刺激を受けることと 

思います。 

子ども達は当日を楽しみに、応援し合いながら遊び込んでいます。園庭だけではなく、大学や地域の

グラウンド、遊戯室などの広い場所で遊び、意欲を高めています。どの学年の子ども達も、汗をかきな

がら思い切り体を動かして力いっぱい遊ぶ気持ちよさや楽しさを感じているようです。 

また、年長児の競技では遊びに必要なルールを考

え、ルールを守って競う楽しさを感じるとともに、

自分なりの目標をもって竹馬の練習に励んでいま

す。小学校入学までに様々な経験をする中、新しい

ことに挑戦し、達成するワクワク感を十分に感じて

ほしいと思います。 

 

秋の収穫を喜び、自然に触れて遊ぼう！ 

 

最近、手にドングリを握って、また、捕まえたバッタを持って登園する子どもが増えました。子ども

なりに秋を感じているのでしょう。子ども達の大好きなドングリには色々な種類があります。近くの公

園にはどんな種類のドングリが落ちているのでしょう。また、草原にはジャンプの得意なバッタがいる

かもしれません。いろんな秋が見付かると楽しいですね。 

また、日没の時刻が早くなり、公園などから早く帰宅されることでしょう。秋の夜長、じっくりと親

子で絵本を読むのもいいですね。様々な絵本を通して色や言葉の美しさを味わい、登場人物の気持ちを

感じてほしいと思います。 

 

☆身近な秋の自然に触れ、遊びに取り入れようとする。 
・秋の自然に親しみ、遊びの中で形や大きさ、数、量などに気 
付き、興味をもつ。 

 

運動会、力いっぱいがんばろう！ 

 

運動会では、子ども達が園で伸び伸びと表現する姿や、集団の中で思い切り走ったり、友達と力を合

わせて遊んだりする、成長した姿を見ていただきたいと思います。ただ、たくさんの保護者の方に囲ま

れて緊張したり、保護者の方に甘えたりしてうまく参加できない子どもがいるかもしれません。でもそ

れも成長の途中のちょっとした、越えていきたい小山です。次の年には間違いなく子どもは心も体も成

長します。それを楽しみに、子ども達の今の姿を大らかに受け止めていただきたいと思います。そして、

それぞれの頑張りをいっぱいいっぱいほめてください。走るのがたとえ速くなくても、ほめてもらった

喜びが大きな達成感となり、自信につながります。 

 

☆友達と一緒に、力いっぱい体を動かして遊ぶ心地よさ 

 や楽しさを味わう。 

〔１０月の生活習慣〕 
○手洗い、うがいをしっかりしましょう。 

○しっかり水分補給をしましょう。 

○テレビやゲームは時間を決めて、離れて

見ましょう。 



 ・友達と一緒にルールを守って遊ぶ楽しさを感じる。 

  ・競い合ったり、応援したりする中で、友達と力を合 

わせる充実感を味わう。 

 

さあ、当日まで１週間、子ども達の頑張りを励まし、支えていただきますようお願いいたします。ま

た、朝夕の涼しさと昼間の気温の変化に、体調をくずさないようにしましょう。当日しっかりと持てる

力が出せるように、十分に栄養をとって免疫力を高め、「早く寝る」などの健康管理をお願いいたしま

す。 

 

 

保護者の皆様へ 

☆「‟届けよう 服の力”プロジェクト」にご協力ありがとうございます。早速、何度か高倉中学校より 

取りに来てくださいました。これをきっかけに SDGｓに関心がもてればと思います。 

 

☆運動会終了後、大規模な外壁及び屋上改修工事が始まります。後日、詳しくお知らせいたしますが、 

足場設置時の騒音や塗装のにおい、工事車両の往来等でご迷惑をおかけするかと思います。ご理解、 

ご協力いただきますようお願いいたします。 


